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【
議
席
順
】

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
ま
す
ま

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
熊
本
地
震
や
例
年

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
熊
本
地
震
や
例
年

に
な
い
数
の
台
風
の
上
陸
が
あ
り
、
災
害
の
多
い
年
で

に
な
い
数
の
台
風
の
上
陸
が
あ
り
、
災
害
の
多
い
年
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
リ
オ
五
輪
で
は
史
上
最
多
の

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
リ
オ
五
輪
で
は
史
上
最
多
の

四
十
一
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス

四
十
一
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
、
四
年
後
の
東
京
五
輪
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

が
あ
り
、
四
年
後
の
東
京
五
輪
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
末
に
は
無
事
に

　

さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
末
に
は
無
事
に

新
中
核
病
院
建
設
工
事
起
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

新
中
核
病
院
建
設
工
事
起
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
道
の
駅
建
設
計
画
や
、
本
庁
舎
の
ス
ピ

し
た
。
さ
ら
に
は
道
の
駅
建
設
計
画
や
、
本
庁
舎
の
ス
ピ

カ
ビ
ル
移
転
と
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
前
進
し
て

カ
ビ
ル
移
転
と
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
前
進
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た

　

本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た

第
一
回
目
の
議
会
報
告
会
を
昨
年
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
議
会
報
告
会
を
昨
年
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
今

参
加
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
今

後
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
議
会
の
機
能

後
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
議
会
の
機
能

を
最
大
限
に
活
か
し
、
さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化
を
進
め

を
最
大
限
に
活
か
し
、
さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

最
後
に
、
市
民
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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議 案
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議 案
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第 83 号
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議員提出議案
第 ３ 号
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昭
和
48
年
12
月
に
旧
下
館

市
議
会
議
場
と
し
て
開
場
し
、

43
年
間
使
用
し
て
き
た
市
議

会
議
場
は
、
最
後
の
定
例
会

を
12
月
16
日
に
閉
会
し
閉
場

し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会

か
ら
は
、
ス
ピ
カ
ビ
ル
６
階

の
新
議
場
に
て
開
会
致
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
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人
権
擁
護
委
員
１
名
が
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
次

の
方
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

中な
か　

野の　

治じ　

郎ろ
う

（
再
任
）

　
　

筑
西
市
藤
ケ
谷
１
３
４
８
番
地
４

職
員
給
与
改
定
の
全

体
増
減
額
と
概
要
は

問問 議
案
第

議
案
第
7777
号号

円
の
減
。
ま
た
、
人
事
院
勧
告
に

よ
り
給
料
表
１
級
２
級
の
若
年
層

職
員
で
１
，
５
０
０
円
程
度
、
50

歳
以
上
の
職
員
で
４
０
０
円
程

度
増
え
、
合
計
８
２
０
万
円
の

増
。
職
員
手
当
は
、
人
事
異
動
や

退
職
に
よ
り
３
，
５
３
７
万
４
千

円
の
減
。
ま
た
、
人
事
院
勧
告
に

よ
り
期
末
勤
勉
手
当
を
０
．
１

カ
月
分
増
や
し
た
こ
と
で
４
，

９
４
８
万
２
千
円
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

【
森
正
雄
議
員
】

　

 

補
正
予
算
の
臨
時
福
祉
給
付
金

３
億
３
千
万
円
は
経
済
対
策
、
消

費
税
増
税
対
策
で
低
所
得
者
の
消

費
拡
大
を
狙
い
と
し
て
い
る
と
思

う
。
給
付
金
の
市
内
で
の
消
費
促

進
は
地
元
商
工
業
者
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
、
経
済
対
策
の
観
点

か
ら
も
好
ま
し
い
。
申
請
に
際
し
、

市
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

　
 

対
象
者
２
万
２
千
人
を
想
定
。
き

め
細
か
く
申
請
の
支
援
を
し
て
い

る
ほ
か
、
民
生
委
員
の
協
力
な
ど

周
知
の
徹
底
と
声
掛
け
運
動
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
申
請
期
間
を
最

大
限
の
６
カ
月
間
と
し
て
お
り
３

月
ま
で
申
請
支
援
に
努
め
て
い
く
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
支
援
は

問問 議
案
第

議
案
第
7777
号号

【
三
浦
譲
議
員
】

　

 

職
員
給
与
改
定
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
市
全
体
の
増
減
と
概
要
は
。

【
総
務
部
長
】

　

 

退
職
者
数
と
新
規
採
用
者
数
は
ほ

ぼ
同
数
で
あ
っ
た
が
平
均
給
料
の

違
い
に
よ
り
８
，
３
２
１
万
３
千

　

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
が

10
月
24
日
に
開
か
れ
、
新
中
核

病
院
用
地
取
得
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
本
会
議
で
慎
重
に
審

議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

井
上
踏
切
改
良
工
事

に
至
る
経
緯
は

問問 議
案
第
77
号号

【
仁
平
正
巳
議
員
】

　

井
上
地
内
踏
切
と
は
ど
こ
か
。

【
土
木
部
長
】

　

 

県
道
谷
和
原
筑
西
線
の
井
上
の
信

号
か
ら
50
ｍ
西
側
の
常
総
線
踏
切
。

【
仁
平
正
巳
議
員
】

　

 

警
報
機
器
や
保
安
設
備
の
整
っ
て

い
る
踏
切
を
１
，
０
０
０
万
円
以

上
か
け
て
整
備
す
る
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

　

 

９
月
の
踏
切
事
故
後
、
地
元
で
関

係
者
を
集
め
た
説
明
会
が
あ
っ
た
。

事
故
の
あ
っ
た
踏
切
を
廃
止
す
る

に
当
た
り
、
事
故
現
場
南
側
の
交

通
量
の
多
い
井
上
踏
切
と
道
路
の

安
全
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
の

自
治
会
要
望
が
あ
っ
た
た
め
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

 

脳
疾
患
な
ら
脳
外
科
、
心
疾
患
な

ら
循
環
器
と
い
う
よ
う
に
、
救
急

科
の
概
略
や
概
念
を
分
か
り
や
す

く
説
明
願
い
た
い
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　
 

救
急
科
で
は
、
手
術
や
入
院
が
必

要
な
救
急
の
疾
患
・
外
傷
で
、
内

科
や
外
科
治
療
が
必
要
な
病
態
の

患
者
を
想
定
。
役
割
は
５
つ
あ
る
。

①
救
急
患
者
の
診
療
。
②
ト
リ

ア
ー
ジ
機
能
で
重
傷
者
を
診
断
評

価
し
、
重
症
度
に
応
じ
た
診
療
を

進
め
、
対
応
で
き
な
い
場
合
は
３

次
救
急
医
療
機
関
に
依
頼
。
③
地

域
の
診
療
所
と
連
携
し
２
次
救
急

医
療
ま
で
を
完
結
。
④
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
の
機
能
を
調
整
統
括
。

⑤
病
院
内
に
お
け
る
休
日
や
時
間

外
の
救
急
対
応
を
調
整
す
る
も
の

で
、
救
急
科
医
師
だ
け
で
な
く
中

堅
医
師
を
中
心
に
若
手
医
師
で
構

成
さ
れ
る
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
。

新
中
核
病
院 

救
急

科
の
概
念
と
は

問問 議
案
第

議
案
第
7676
号号


